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平成２２年度親子防災塾実施報告書

１曰時

２参加者

平成２２年１１月２Ｓ曰（曰）午前１０時～午後３時

児菫１６名

生徒１名

保護者９名合計２６名

参加者児菫の学年別男女別内訳表 保護者年代別男女別内訳表

可
■男子１年生

■男子２年生

灘男子３年生

且女子２年生

日女子３年生

■女子４年生

女子５年生

女子６年生

6％
■男`性４０歳

代

ｚ女性４０歳

代

女`性５０歳

代

蒲女性６０歳

代以上

ロ

Ｉ
生徒１名は、男子中学３年生です。

児菫については、男子４名、女子１２名で、男子の４～５年生及び女子の１年生の参加は有りません

でしたが、男女併せれば、１年生から６年生までの各学年揃っています。

３実施場所海老名市総合社会福祉会館１Ｆ大広間

４実施内容

（１）開塾式

海老名災害ボランティアネットワーク橋本寶司代表及

び社会福祉法人海老名市社会福祉協議会地域福祉課増田

芳夫課長が挨拶する。

□

(2)座学

本曰、学んで欲しい事柄の説明と配付資料の内容及び概略説明を行う。
巳

参加者一同、配付資料を見ながら熱心に聞いていた。



(3)三角巾の使用方法

海老名市赤十字奉仕団萩原梅子委員長及び奉仕団の方ﾉﾏの御指導により、最初は三角巾のたたみ

方を教わる。

全員で、二つ折り、四つ折り、ハつ折りを順番に実施し

た。

三角巾をたたむ場合、手を三角巾に差し入れるのである

がその方法が、上手くできなくて苦労していた。

r

Ｌ

鰯！ 巴
趾
Ｉ
目
Ⅱ
○
汀
ｌ
巴
ｒ
８
国
院
・

か
臨
一
。
乱
‐

‐
叩

■
■
■

次に、手の被覆包帯を教わる。指が動くように包む事が

重要と教わる。
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次は膝の覆い方を教わる。手と同様に－人が被験者

となり、もう一人が三角巾を使用して覆う。

順番に被験者と入れ替わり実施することで、皆が

体験することができた。

もう一つ、足のくるぶしを固定する方法を全員で

実施し、ねんざした場合の対処の方法を教わる。

時間の関係で、頭の覆い方、鎖骨を骨折した場合の固定

方法、骨折した腕の固定方法を、奉仕団の万々が実施して

見せていただいた。
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(4)車椅子救護

海老名市社会福祉協議会の方々の御指導により、二班に分かれて、－班は高齢者・傷害

者の疑似体験を行う。疑似体験用具を言し歩行を体験する者と歩行を支援する者に分かれ
■

交互に体験した。児童には、用具が合わなくて、思うよう

に体験できなかったようである。

もう－班は、車椅子の使用方法を、車椅子に乗って

自ら前進することと段差等の対応のために援助する者に

分かれ、交互に体験した。児菫は、学校で車椅子を体験し

たようで、上手く乗りこなしていた。

その後、班を交替して、全員で、体験した。

＃



(5)食事L。

食事の前に、社会福祉法人海老名市社会福祉協議会地域

福祉課増田芳夫課長が本曰の食料について説明を行う。

食事は、災害時を想定し、非常食と保存のきく水で

食事をした。お湯で戻したα化米のご飯とパンの缶詰を配

付して昼食とした。ご飯を食べて、まだ足りない人には、

パンも食べていただいた。

パンの缶詰については、食べなかった人には持ち帰って

いただいた。

(6)ロープワーク

午後、－番はロープワークを行う。ロープの取扱方の基本的な５つの結び方を全二で

体験した。
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－重結び、本結び、もやい結びを体験していただいた。

また、棒結びについては、説明だけ行った。

次に、体に巻くもやい結びを体験していただいた。

手を持ち替えて引き抜く所が思うように手が動かせずに

苦労していた。

その後、隣の人の端を借りて－重継ぎを体験していただき、

輪を作って完成。最後に引きとけ結びを体験いただき□－プ

ワークの終了とした。



(7)物資の運搬

物資の運搬として布類を使用しての運搬方法を学習した。

風呂敷を用いて、水や物資の運搬を行うための、結び方を体験。市類の基本的な結び方、－重結び、

本結びを学習。これは、午前中の三角巾の結び方と同じ方法。次に、市類と□－プの結合として、玉を

用いて、□－プワークの引きとけ結びで、実施。この方法で、市と市をつなぐ事が可能であることを学

習していただいた。

面

次に、水の運搬についてゴミ袋に水を入れ

これを運搬する方法を説明。風呂敷のスイカ

包みの方法を体験いただく。

ペットボトルを風呂敷で包んで運搬する

方法を体験していただいた。

物資の運搬として、風呂敷の包み方及び

風呂敷でリュックサックを作る方法を体験

していただいた。

（８）卯殼踏み

救援するときや避難するときの装備について、地震災害時にはガラスの破片が散乱することから

体を覆う衣服や底のしっかりしたはき物が必要と説明。

飛散したガラスの破片の怖さを体験するため、ガラスの破

片に見立てた卵殼踏みを全員が靴下を脱いで、素足で体験し

た。卵の殻でも、素足で踏むとその痛さは感じられ、ガラス

の破片の恐ろしさを知る事が出来る。

一部の児童にはガラスの怖さより卵の殻が割れる事によ

る快感の方で楽しかったようである。

多くの参加者が、ガラスの破片の'怖さを実感したようであ
る。
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(9)清掃体験

清掃体験は、用具の準備不手際で、説明だけ行い体験していただけなかった。

これで、本曰の親子防災塾の全行程を終了した。

(１０）閉塾式

海老名災害ボランティアネットワーク橋本賢司代表が修了の挨拶を行う。

全員に、カード状の修了証書を手渡す。

参加者一同の集合写真を撮影し、

アンケートの記入をお願いした。

記入済みの方から、海老名市赤

＋字奉仕団からのクリアホルダー

を受け取り、海老名災害ボランテ

ィアネットワークからの非常食そ

の他のあみやげを受け取って、解
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散となる。

親子防災塾協力スタッフ

海老名市赤十字奉仕団

社会福祉法人海老名市社会福祉協議会

海老名災害ボランティアネットワーク

以上の団体から総勢２６名の協力をいただきました。

最後になりましたが「親子防災塾」に御協力頂いた関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

親子防災塾

主催海老名災害ボランティアネットワーク

共催社会福祉法人海老名市社会福祉協議会

後援海老名市

協力海老名市赤十字奉仕団
■
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平成２２年１２月ＧＢ

海老名災害ボランティアネットワーク
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アンケート集計結果

参加者数は２６名、アンケート回答者数は２６名で、回収率は１００％でした。

１全回答者の状況です。

三角巾の結び方及び使用方法については理解できた、できた、の回答です。

はいと答えた方２２名、

いいえと答えた方１名、

どちらともいえないと答えた方８名です。

いいえと答えた方は、５～６年生の女子で、卯殻踏

み以外は全ていいえと答えています。

どちらともいえないと答えた方は､保護者の方です。

訂はい崖いいえどちらともいえない

4％

■

■

」

高齢者の行動については理解できた、の回答です。

はいと答えた方２４名、

いいえと答えた方２名です。

いいえと答えた方は、１～２年生の男子と５～６年

生の女子です。

■はい■いいえどちらともいえない

8％

車椅子動かし方、扱い方については理解できた、の回答です。

はいと答えた方２４名、

いいえと答えた方１名、

どちらともいえないと答えた方１名です。

いいえと答えた万は、５～６年生の女子、どちら

ともいえないと答えた方は、保護者の方です。

■はい■いいえどちらともいえない

４％４％

Ｉ
凸

□－プの結び方、扱い方については理解できた、の回答です。

はいと答えた方２１名、

いいえと答えた方１名、

どちらともいえないと答えた方４名です。

いいえと答えた方は、５～６年生の女子です。

どちらともいえないと答えた方は、Ｓ～４年生の

女子と保護者の方です。

,。

召はい■いいえどちらともいえない

４



風呂敷、市類などの結び方や扱い方は理解できた、の回答です。

はいと答えた万２１名、

いいえと答えた方１名、

どちらともいえないと答えた方４名です。

いいえと答えたかたは、５～６年生の女子です。

どちらともいえないと答えた方は、Ｓ～４年生の

女子と保護者の方です。

■はい■いいえどちらともいえない

４％

卯殼踏みでガラスの破片の怖さは理解できた、 の回答です。

はいと答えた方２１名、

いいえと答えた方４名、

どちらともいえないと答えた方１名です。

いいえと答えた方は、１～２年生の男子、３～４

年生及び５～６年生の女子です。

どちらともいえないと答えた方は、３～４年生の

女子です。

ヨはい密いいえどちらともいえない

４％

曰

災害時に何か手伝いができる、の回答です。
｢￣￣

はいと答えた方１５名、

どちらともいえないと答えた方は２名です。

小学生及び中学生だけの回答です。

どちらともいえないと答えた方は、５～６年生の

女子です。

■はい■いいえどちらともいえない

６％

’１

今曰－曰が楽しかった又は有意義な曰になった、の回答です。

はいと答えた万２４名、

どちらともいえないと答えた方１名、

無記入の方１名です。

どちらともいえないと答えた方は、５～６年生の

女子です。

無記入の方は、１～２年生の女子です。

劃はい■いいえどちらともいえない

４％

P1

■

１

また参加する、の回答です。

「 はいと答えた方１７名全員です。

小学生及び中学生だけの回答です。

出はい磁いいえ



家庭で災害について話し合いを行ったことがある、の回答です。
Ⅱ

はいと答えた万５名、

いいえと答えた方４名です。

保護者の方の回答です。

■はい■いいえ

P

災害時に生き残る方策をしている、の回答です。
■

はいと答えた方４名、

いいえと答えた方５名です。

保護者の方の回答です。

■はい■いいえ

となっていました。なお詳細の分析結果は別紙に記載のとおりです。

２自由に意見を記入して下さい、についての状況です。

．□－プの使い方がわかりやすく、いろいろな所で使えそうです。

･ガラスの破片の'怖さがよく分かりました。

．楽しかったです。またやりたいです。

･卯の殻踏み体験がとても楽しかったです。

.最後に卯を踏んで、地震が起きるといつもガラスが割れて'|布いんだなと思いました。

･進行が早く、ついて行けなかったので、次回はもう少しゆっくりお願いします。｜||藍･進行が早く、ついて行けなかったので、次回はもう少しゆっくりお願いします。lll頁番に動く

時などは、もっと的確に進行したほうがよいと思う。（的確な指示）

.とても参考になりました。ありがとうございます。

･今曰－曰大変お世話になりました。皆さん－生懸命考えて下さった講義で有意義な－曰になり

ました。特に□－プワークは曰常でも活躍したいと思います。本当に有難うございました。

.ありがとうございました。卯殻踏み体験は、とてもよいアイディアで、なかなか体験する事

ができない事なので良いと思いました。子供のうけも良かったですね。

[1

以上です。



３小学生の回答です

三角巾の結び方はわかりましたか
－－－

はいと答えた万１５名、

いいえと答えた方１名です。

いいえと答えた方は５～６年生の女子のＡさん

です。

■はい■いいえどちらともいえない

一

■

□

高齢者があなたと同じような行動ができないことがわかりましたか

はいと答えた方１４名、

いいえと答えた方２名です。

いいえと答えた方は５～６年生の女子のＡさん

と１～２年生の男子です。

笛はい■いいえどちらともいえない

■

車椅子の動かしかたはわかりましたか

はいと答えた方は１５名、

いいえと答えた方は１名です。

いいえと答えた方は５～６年生の女子のＡさん

です。

■はい■いいえどちらともいえない
6％

Ｌ＿

ロープの結びかたはわかりましたか
■

はいと答えた方は１４名、

いいえと答えた方は１名、

どちらともいえないと答えた方は１名です。

いいえと答えた方は５～６年生の女子のＡさん

です。

どちらともいえないと答えた方は３～４年生の

女子です。

■はい笛いいえどちらともいえない
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